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小柴胡湯及び丹参の AlDS ウイル ス

　　　　　　　　増殖抑制効果

1）中日友好病院臨床医学研究所　2 ）国立予防衛生研究所 エ イズ研 究セ ン ター
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【目的】最近 、 H 工 V の 治療薬が種々 発表され て お り、 in　vitro の みな らず臨床に有効な も

の も報告され て い る 。 しかしなが ら、こ れ らの 多くは毒性 また は副作用の 面 で の 問題 が指

摘 され て い る。漢方薬が長期投与で も副作用はほ と ん どな く、また免疫賦活作用 を持つ こ

とが知 られて きたの で、今回我々 は小柴胡湯 と丹参が HIV の 増殖に対する逆転写酵素

（RT ）， P24 ，生細胞数，　 PCR 法 による HIV − DNA に及ぼす影響 に就 い て検討

した 。

【方法】 2xlO6 個の H9 細胞をHIV 　皿 B に暴露 して七 日間、 1 μ g ／mlAZT

（3b−Azido−2，3
’−dideoxythymidine），　 D　D　I（dideoxyinosine）と 100 μ g ／ m 　l小柴胡湯 ，

丹参の存在下 、 非存在下 で培養した 。 RT 活性測定は主に 上清 を超遠心、ペ レ ッ トに

Tritonx−100、
　 R 　T 酵素反応液を加 え 、 37 ℃ 60 分作用後 、

　 D　E　81 濾紙 に吸着後、放射

活性の 測定を行っ た。 HIV 　 P　24 はAbottE　I　A 　kitに よ り計 っ た 。 トリパ ン ブ ル
ー
染

色法で 生細胞数を算定した 。 PCR 法は ル
ー

チ ン 方法に よ っ た 。

【結果IAZT と DDI はほぼ完全 に HIV の感染 とそれに基づ く細胞障害効果 を抑制 し

た 。 小柴胡湯 と丹参は細胞の 増殖の 著明な抑制が観察され た 。 RT 活性 と P24 抗原は、

AZT と DDI の 約 80 ％ の 抑制に対 し、小 柴胡湯 と丹参は約 50 ％ の抑制で あ っ た 。 P

CR 法で HIV − DNA 量 の 減少が み られ た 。

【考察】AIDS の治療法で は、抗 ウイル ス 剤 を用い て ウイ ル ス の 複製増殖を阻止するの

と免疫賦活剤 を使用する の が 重要で ある 。 小柴胡湯 と丹参が HIV の 増殖抑制作用 を持 つ

こ とを明 らか に し、免疫賦活作用 を有する こ とを考慮 に 入れ る と 、 人体で の HIV 再賦活

化の 抑制 や発症阻止 、 治癒促進な どの効果も期待で きる と思われる 。

1結論】小柴胡湯 と丹参に は HIV の 増殖抑制作用が み られ 、そ の抑制機序は逆転写酵素

に よる ウイ ル ス DNA を特異 的に阻止する と考え られ る
。
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